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世界最高水準の空港を目指して特集

　第3ターミナルは、LCCの拠点化を図るために2015
年4月にオープンし、ジェットスター・ジャパン、バニラ
エア、Spring Japan、ジェットスター航空、チェジュ航
空の5社がオープン当初から使用している。第3ターミ
ナルの取扱能力は年間750万人を想定していたが、利
用者は好調に伸び、2017年度には764万人に達した。

中長期的な成長に応える能力増強

　当初予測を上回る需要の伸びにより、時間帯によっ
ては出発ロビー等で混雑が見られるようになってきた。
この対策として、第3ターミナルの機能を強化し、利便
性向上と混雑緩和を図るため、到着ロビーの増築に
よる出発動線と到着動線の分離、「スマートセキュリ
ティ」の導入、「インラインスクリーニングシステム」の
導入――の3つの施策を先行して実施する。これにより
年間取扱能力は現在の750万人から約20％増の900
万人に拡大する。
　1つ目の1階到着ロビー改修では、2019年夏までに
約1300㎡増築して新たな出口を設け、ターミナル連絡
バスとタクシーの乗降場へのルートを直結させる。こ
れにより、現在は2階で行き交う出発と到着の動線が
分離され、利用者のスムーズな流れを確保でき、混雑
緩和が図れることになる。
　2つ目が、高度で効率的な保安検査機器「スマート

セキュリティ」の導入である。これは、機内持ち込み手
荷物のX線検査を行う保安レーンを約18ｍに伸ばすこ
とで、3人のお客さまが同時に手荷物を流す準備がで
きるようにする。これにより、1レーン当たりの検査処
理能力は最大で約50％向上すると見込まれている。す
でに第1・第2ターミナルでも導入が進められているが、
第3ターミナルでは2019年度末までに設置する予定。
　3つ目の「インラインスクリーニングシステム」は
2019年度末までの導入を目指す。手荷物搬送システム
と検査機器を一体化したインラインスクリーニングシ
ステムを導入すれば、高度な保安レベルの確保とチェッ
クイン手続きにかかる時間の短縮が両立できるため、
手荷物検査の処理能力は約25％向上すると見ている。

本格増築は2021年度末の完成目指す

　しかしながら、今後も確実に成長が見込まれるLCC
各社の中長期的な需要拡大に対応していくためには、
第3ターミナルの抜本的な能力増強が必要となる。そ
のため第3ターミナル南側に隣接する第5貨物ビルを撤
去し、その跡地に第3ターミナルを増築する。先行する
能力増強策とも合わせたこの施策により、第3ターミナ
ルをさらに便利で快適な施設とし、拡大する需要に応
えていく。
　第3ターミナルに隣接する第5貨物ビルは現在、国際

第3ターミナルは、2015年4月のオープンから3年が経過した。
この間、需要が好調に増加する一方で、

ターミナル内のお客さまの混雑も見られるようになっていることから、抜本的な能力増強として南側に増築を行う。
それに先立ち、当面の混雑緩和策として、現有施設の到着ロビーの増築等の改修を実施する。

第3ターミナルをさらに便利で快適に

施設規模を倍増、年間1500万人に対応

第5貨物ビル（右側の建物）を撤去して増築する第3ターミナルの館内はスタイリッシュなデザインで評価が高い
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航空貨物を取り扱う施設として利用されているが、撤
去後の跡地面積約1万㎡には、現在の第3ターミナル本
館とほぼ同規模の施設が建設可能となる。2021年末
ごろの完成を目指して増築部分の整備を進め、完成
後の年間取扱能力は、既存施設と合わせて現在の約2
倍に当たる1500万人となる予定である。
　増築部分も既存施設と同様に“ローコストでありな
がら効率的で利便性の高い施設”というコンセプトを
継承する。第3ターミナルは、オープン当初からその斬
新さが注目され、SKYTRAX社が実施する国際空港評
価のLCCターミナル部門において2年連続（2016年、
2017年）で1位を受賞するなど、世界的な評価も高い。
増築後もこれらの特徴と評価は維持しながら、さらに
便利で快適な施設を目指していく。
　増築部分の具体的なフロアプランなどは、航空会
社等との協議を踏まえて検討を進める。NAAでは航
空会社の今後の増便計画等のビジョンを伺いながら、
チェックイン手続きの自動化への取り組みや、チェック
イン運用方法、事務所の必要規模などを確認しながら
整備計画を進めていく。さらに、バゲージハンドリング
システム（BHS）やゲートの増設に加え、利用者が快適

に過ごせるような利便施設等も検討する。
　なお、第3ターミナルの増築により撤去される第5貨
物ビルは、現行水準の貨物取扱能力に支障を来たさな
いように配慮したうえで移転を進める。増築にあたって
は、まず第5貨物ビルの代替として、第3ターミナル北
側に設置する施設へ移転。一部は既存の貨物上屋に
集約させることで、その機能を維持する。その後に第5
貨物ビルを撤去し、跡地に第3ターミナルを建築するよ
うに段階的に工事を進めることで、運用への影響を最
小限に抑えた整備を進める。

成田空港の需要はさらに増加へ

　航空ネットワークの拡大に向け、成田空港はインセ
ンティブ施策等を講ずることで、LCCをはじめ新規乗
り入れ、新規就航、増便など積極的な誘致活動を促
進している。第3ターミナルを利用している航空会社で
は、チェジュ航空が10月28日から大邱線に新規就航。
さらにジェットスター・ジャパンが12月19日から高知
線、2019年3月30日から下地島線（沖縄県宮古島市）
に新規就航するなど、そのネットワークはますます広
がりを見せている。

到着ロビー増築で出発動線と到着動線を分離

成田空港におけるLCCのシェア

現状 到着ロビーの増築による動線分離後

新たな到着動線
現在の到着動線 第2ターミナルや第3ターミナル

専用バス・タクシー乗降場へ

出発ロビー
（2階）へ

国内線到着 手荷物受取場国内線到着 手荷物受取場 国際線到着 手荷物受取場国際線到着 手荷物受取場

到着ロビー

第3ターミナル1階
ターミナル連絡バス乗降場
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